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賛 助 会 員 募 集 !

日本ユニセフ協会と各協定地域組織の活動を賛助会費によってご

支援いただく方法です。現在、鳥取県でも多くの賛助会員の方に

ご協力いただいています。鳥取から世界の子どもたちを支えましょう!!

■ユニセフライブラリー
ユニセフの活動を紹介するビデオ・DVD・パネル・学習
教材等の貸出しを行っています。

■ビデオ・DVD
「ユニセフと地球のともだち」「すべての子どもに教育を」
「シュヌンシュヌン–子どもたちからのメッセージ」 など

■パネル
「ユニセフってなあに」 「わたしも学校に行きたい」

■学習教材
「地図でユニセフ」 「地球のともだちユニセフワークブック」
幼児向け絵本「ちきゅうからのしつもん」 など

■展示ツール
ネパールの水がめ、マラリア対策の蚊帳、経口補水塩など

種類 対象 賛助会費

一般賛助会員 個人 一口 5,000円

学生賛助会員 学生(18歳以上) 一口 2,000円

団体賛助会員 団体、法人、企業 一口 100,000円

ボランティア登録、資料貸出、

その他お問い合せ等は、事務局

までご連絡ください。また、どなたで

もお気軽にお立ち寄りください。

月・火・金 10：00～16：00
水 10：00～12：00

鳥取県生協本部１階になります !

〒680-1202

鳥取市河原町布袋597-1 鳥取県生協内

TEL/FAX：0858-71-0970

E/-Mail：unicef-tottori@juno.ocn.ne.jp

URL : http://unicef-tottori.jp/

賛助会員期間は、入会月より１年間です。 賛助会費は寄付金控除の

対象になります。 一般・学生賛助会員は個人名でのお申込みに限ります。

ユニセフや世界の子どもたちに関心のある方はもちろん、

あなたの好きなことをユニセフ活動に生かしてみませんか？

♪絵や文章を書くのが好きな方 ♪子どもが好きな方

♪手作りするのが好きな方 ♪パソコンが得意な方

♪学習会の組み立てを一緒に考えてくれる方などなど

※ 各活動は、都合により変更となる場合がありますので、詳しくはホームページをご覧ください。

[今後の活動予定]

● 5/13(月)～17(金) 鳥取市立河原中学校 「いきいきワークかわはら」 職場体験

● 5/19(日) ラブ・ウォーク in とっとり (倉吉市 旧国鉄倉吉線廃線跡)

● 6/13(木)～14(金) 学習講師研修会 (日本ユニセフ協会 ユニセフハウス)

● 7/27(土) ユニセフセミナー 2019 in 大阪 (大阪)

● 7/26(金) 9:30–16:00 夏休みユニセフ学習会 (鳥取県生協 東部支所)

● 7/29(月) 9:30–16:00 夏休みユニセフ学習会 (米子市児童文化センター)

毎年

ワークショップを

しています

遊びに来てね!!

● 県内各地のイベントでブースを出します !

9/22(日) 11:00-15:00 よなご国際交流フェスティバル (米子市文化ホール)

9/22(日) 10:00-14:00 せいきょうまつり (倉吉パークスクエア)

9/29(日) 10:00-15:00 大山まきば祭 (大山まきばみるくの里)

11/24(日) 11:00-15:00 くらよし国際交流フェスティバル (伯耆しあわせの郷)

タイムフェスティバル・市民活動フェスタにも参加予定

ごあいさつ 鳥取県ユニセフ協会 新会長 中島 廣光 (国立大学法人鳥取大学 学長)

皆様ご存知のように、ユニセフは1946年に世界の子どもたちの命と健康を守るため

に作られた、世界の人々から集めた募金をもとに子ども優先の活動を続けている国連

機関の一つです。

最近話題になっている「持続可能な開発目標」（SDGs）は、2030年までに世界各

国が協力して達成すべき目標として2015年9月に国連で採択されたものですが、１７

ある目標のうち「貧困をなくそう」など５つの目標において子どもについて触れられてい

ます。興味深いことにその内容は、時代や背景は異なるもののユニセフのそれと重なる

ものです。

私はこれまで鳥取大学でいくつかの発展途上国の教育や医療の状況を見聞きしてきました。そういった経験

から、今回、鳥取県ユニセフ協会の会長の職をお引き受けすることにしました。微力ですが、世界の子どもたち

の幸福を第一に会長として尽力していきたいと考えております。まずはできるだけ多くの鳥取県の方にユニセフ

の活動を知って頂き、活動を活発にしていく所存です。皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます。

「子どもの権利条約（児童の権利に関する条約）」って聞いたことがありますか？

世界中のすべての子どもたちがもっている“権利”について定めた条約です。

戦争に巻きこまれてしまったり、防げる病気で命をうしなってしまったり、つらい仕事

で１日が終わってしまったり…世界には厳しいくらしをしている子どもたちがいます。

「子どもの権利条約」は、そんな子どもたちをはじめ、世界中の子どもたちの強い味方

です。ユニセフもこの条約に書かれた子どもたちの権利を守るために活動しています。

「子どもの権利条約」の1条〜40条までを分かりやすく要約した
イラストつきのカードブックです。
切り離したカードを使った様々なアクティビティもご紹介してい
ます。 ダウンロードはこちら → 

防げる病気などで命
を奪われないこと。
病気やけがをしたら
治療を受けられるこ
となど。

教育を受け、休んだ
り遊んだりできること。
考えや信じることの
自由が守られ、自分
らしく育つことができ
ることなど。

あらゆる種類の虐待
や搾取などから守ら
れること。
障害のある子どもや
少数民族の子ども
などは特別に守られ
ることなど。

自由に意見を表した
り、集まってグループ
を作ったり自由な活
動を行ったりできるこ
となど。

1989年「子どもの権利条約」は国連で採択、1990年に発効
日本は1994年4月22日に批准し、1994年5月22日に発効子どもの権利条約 30周年

子どもたちがもっている権利

生きる権利 育つ権利 守られる権利 参加する権利

● ユニセフ写真展「長谷部誠大使がたどるワクチンの旅」

5/26 (日)～6/9 (日)   米子市児童文化センター

6/11 (火)～6/22 (土)  鳥取県男女共同参画センター よりん彩

6/28 (金)～7/7 (日)    ギャラリー鳥たちのいえ
© 日本ユニセフ協会/Ayene



学習会

■ 「THE PRICE OF FREE」 上映会

2019/3/3(日) 鳥取県立図書館 大研修室

■ 「バレンタイン一揆」（NPO法人ACE制作）上映会

2019/2/9(土)  倉吉未来中心

鳥取県生協 中部エリア会との共催。

「ユニセフってなぁに ?」 世界のいろいろな状況にいる子どもたちのことをいっしょに考えてみましょう!!

学校での出前授業をはじめ、ユニセフ活動に関心がある各団体に出向いての学習会を行っています。

ユニセフ活動のDVDや、支援物資の実物にも触れることができます。

● 2018/11/25(日)
くらよし国際フェスティバル

● 2018/11/17(土)
市民活動フェスティバル

イベント出展
テーマは

「SDGs !」

● 2018/10/21(日)
タイムフェスティバル

● 2018/10/21(日)
せいきょうまつり

■「長谷部選手が見た、感じたレジリ

エンス」 パネル展

2018/10/1(月) ～ 10/31(水)
鳥取県立人権ひろば21ふらっと

[会 議]
● 2018/12/5(水) 第10回 役員会

鳥取県福祉人材研修センター

● 2018/12/14(金) 中四国事務局長会議
岡山県ユニセフ協会 事務局

● 2019/2/14(木)～15(金) 事務局長会議
日本ユニセフ協会 ユニセフハウス

ハンド・イン・ハンド募金

ご協力ありがとうございました。

◆ガールスカウト

◆鳥取県生協

テーマ 「すべての子どもに5歳の誕生日を」

第40回 ユニセフ ハンド・イン・ハンド募金

■ ふらっとでミニ学習会 2018/12/15(土) 鳥取県立人権ひろば21 ふらっと

「貧困、紛争、災害の中の子どもたちを見つめて」 ～SDGs(持続可能な開発目標)の達成をめざすには～

講師 : 佐藤真由美さん & 北口学さん

■ 鳥取県生協 西部エリア会 2018/12/11(火) 鳥取県生協 西部支所

ユニセフ学習会「SDGsと4子どもの貧困」＆フラワーアレンジメント教室

「SDGsと子どもの貧困」をテーマに、世界の状況を聞いたり、ワークショップ

をしながらSDGsについて話し合いました。 その後、色々な種類の花を使っ

てのフラワーアレンジメント、みなさん思い思いの作品が出来上がりました。

SDGs(持続可能な開発目標)と私たちの未来について考える

講師 : 久木田 純さん (元国連職員)

活 動
報 告

鳥取県ユニセフ協会設立5周年記念講演会 & SDGsワークショップ

2018年 12月2日(日) 13:30 – 14:45 記念講演会 / 15:00 – 16:30 SDGsワークショップ

場所 : 公立鳥取環境大学 学生センター多目的室

公立鳥取環境大学との共催事業により、大学から全面的なご協力をいただき、60名近くの学生
が参加、また大学教職員の方も含め一般参加も50名ほどありました。

久木田さんからは、これからはグローバル・コンピテンシー (コンピテンシー : 高い業績や成果につながる行
動特性)が重要、地球レベルのアイデンティティやビジョンを持ち、自ら考え行動し、多様性を力としてシナ
ジー(相乗効果)を作り出す、1人ひとりが使命感を持ってあきらめることなく地球問題を解決していってほしい
と語られました。

■ とっとり消費者大学「くらしの経済・法律講座」 2019/1/21(月) 公立鳥取環境大学

「子どもたちの未来のために私たちができること ～SDGsの視点から～」

SDGsについての紹介と、目標1に関する日本の子どもたちの貧困の現状について話をした。

佐藤さんは、20歳に日本国籍を取るまでの差別体験や、その後CAから国連職員に

なり、アフガニスタンで支援活動をされたお話などを通して、マイノリティーの人たちへどう

思いを寄せていくか、個々人の思いやりや想像する力が大事であると語られた。

また、北口さんは、青年海外協力隊、国際NGOなどで世界を回る中、少数民族支

援やムスリムの支援を行っている。これからは、地域の留学生との交流や活動を進めて、

多文化共生教育の重要性を語られた。

■ 「いのちのはじまり」 上映会

2019/3/9(土) まなびタウンとうはく

● 2018/9/24(月・祝)
よなご国際フェスティバル

● 2019/3/3(日) かぷりあ祭
米子市文化センター

講演 「鳥取県内の子どもの
貧困の現状とこども食堂の
取り組みについて」

鳥取県福祉保健部
上川 元張氏

■ 大山町人権交流センター

文化祭 ユニセフ展示

2018/11/10(土) 
大山町人権交流センター

■ ユニセフLOVE チャリティゴルフコンペ
2018/9/16(日) 鳥取市 旭ゴルフクラブ

参加者10名。当日は、時折日が差す絶好のコンディ

ションの中、ペナルティにも明るくポジティブに取り組んで

頂きました。また、大山乳業様や小川養鶏様からも安

心安全で心のこもったエシカルな景品のご提供も含め、

予定された以上の募金を頂くことができました。県ユニセ

フ協会一同あらためて

感謝を申し上げます。

2018/9/28の地震、12/22の津
波とインドネシアにおける自
然災害への緊急募金にも多く
の方にご協力いただきました。

自然災害緊急募金

映画
上映会

募金活動

ノーベル平和賞者

カイラシュ・サティヤ

ルティさんが、児童

労働から子どもたち

を救う活動を描いた

ドキュメンタリー映画。
琴浦町男女共同参画推進
会議との共催。

(感想) 「子どもを育てるには
村が必要」本当ですね! 生ま
れてきてよかった、そんな社
会を!!
子どもを守るためには、まず
その親を守ることの大切さを
学んだ。

http://valentinei.net/
http://valentinei.net/

